
平
成
二
十
七
年
三
月
三
日
提
出
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問

第

一

〇

七
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防
衛
大
学
校
卒
業
生
の
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官
拒
否
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に
関
す
る
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意
書
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防
衛
大
学
校
卒
業
生
の
任
官
拒
否
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
、
防
衛
省
及
び
自
衛
隊
の
組
織
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

憲
法
第
六
十
六
条
第
二
項
は
「
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
は
、
文
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

憲
法
第
六
十
六
条
第
二
項
が
定
め
る
文
民
統
制
は
、
民
主
主
義
国
家
の
基
本
原
則
で
あ
る
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
訳

語
で
あ
る
。

文
民
統
制
は
、
政
治
が
軍
事
に
優
越
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
旧
憲
法
下
で
軍
部
が
暴
走
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
惨

禍
を
も
た
ら
し
た
、
と
の
反
省
か
ら
日
本
国
憲
法
に
規
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
六
月
九
日
、
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
十
二
条
に
は
、
防
衛
省
内
部
部
局
（
内

局
）
の
背
広
組
（
文
官
）
が
制
服
組
自
衛
官
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
文
官
統
制
」
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

「
文
官
統
制
」
は
政
治
と
軍
事
の
距
離
を
保
つ
た
め
、
政
策
的
な
見
地
か
ら
自
衛
隊
の
活
動
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
で
あ

り
、
憲
法
上
の
文
民
統
制
を
確
保
す
る
手
段
で
あ
る
。

中
谷
元
防
衛
大
臣
は
、
去
る
二
月
二
十
四
日
の
閣
議
後
記
者
会
見
で
、
「
文
官
統
制
」
規
定
を
撤
廃
す
る
防
衛
省
設
置
法
改

正
案
提
出
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
な
か
っ
た
。

一



現
行
自
衛
隊
は
、
武
力
行
使
が
で
き
る
我
が
国
唯
一
の
組
織
で
あ
る
。
「
文
官
統
制
」
が
緩
め
ば
、
制
服
自
衛
官
の
暴
走
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
事
態
も
危
惧
さ
れ
る
。

私
は
、
「
文
官
統
制
」
規
定
撤
廃
に
よ
っ
て
我
が
国
の
平
和
と
民
主
主
義
の
基
盤
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
、
と
考
え
る
立
場

か
ら
、
防
衛
省
設
置
法
第
十
二
条
の
改
正
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
の
中
で
、
過
日
私
宛
に
防
衛
大
学
校
卒
業
式
典
の
案
内
状
が
届
い
た
。

案
内
状
を
受
け
取
っ
て
、
私
の
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
二
〇
一
四
年
八
月
七
日
、
福
岡
県
在
住
の
防
衛
大
学
校
第
二
大
隊

所
属
第
二
中
隊
二
学
年
生
Ｋ
（
以
下
、
告
訴
人
Ｋ
と
い
う
）
が
同
校
内
に
お
い
て
、
組
織
的
で
悪
質
、
か
つ
陰
湿
な
い
じ
め
や

暴
力
行
為
、
傷
害
等
の
被
害
を
受
け
、
加
害
上
級
生
ら
八
名
を
刑
法
第
二
百
四
条
傷
害
罪
及
び
同
法
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項

強
要
罪
で
同
人
及
び
そ
の
両
親
が
告
訴
し
た
こ
と
で
あ
る
。
（
以
下
、
本
件
告
訴
事
件
と
い
う
）

本
件
告
訴
事
件
は
、
現
在
横
浜
地
方
検
察
庁
で
捜
査
中
で
あ
る
た
め
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
、
告
訴
人
Ｋ
に
対
す
る
被
告
訴
人
ら
の
悪
質
・
卑
劣
な
行
為
に
対
す
る
責
任
は
、
い
か
な
る
弁
明
を
も
っ
て
し
て
も
免

れ
な
い
も
の
と
考
え
る
。
同
時
に
、
防
衛
大
学
校
の
監
督
責
任
も
厳
し
く
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

被
告
訴
人
ら
は
何
の
お
咎
め
も
な
く
、
防
衛
大
学
校
を
卒
業
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
不
条

二



理
、
不
正
義
だ
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
防
衛
大
学
校
の
募
集
定
員
、
入
学
応
募
者
、
入
学
者
、
中
途
退
学
者
及

び
卒
業
後
の
任
官
を
拒
否
、
も
し
く
は
辞
退
し
た
者
（
以
下
、
任
官
拒
否
者
ま
た
は
任
官
辞
退
者
と
い
う
）
の
年
度
毎
の
人

数
に
つ
い
て
、
本
科
、
理
工
学
研
究
科
前
期
課
程
、
同
後
期
課
程
、
総
合
安
全
保
障
研
究
科
前
期
課
程
、
同
後
期
課
程
の
別

に
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
か
か
る
人
数
の
推
移
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

特
に
、
任
官
拒
否
者
ま
た
は
任
官
辞
退
者
の
人
数
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
る
か
、
説
明

さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
、
使
命
感
を
抱
い
て
入
学
し
た
防
衛
大
学
校
卒
業
生
が
任
官
を
拒
否
、
ま
た
は
辞
退
す
る
事
態
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
か
、
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

防
衛
大
学
校
は
、
告
訴
人
Ｋ
及
び
そ
の
両
親
の
被
告
訴
人
ら
に
対
す
る
本
件
告
訴
事
件
の
各
告
訴
事
実
に
つ
い
て
、
被
告

訴
人
ら
及
び
そ
の
他
の
在
校
生
や
教
官
ら
か
ら
独
自
の
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
っ
た
か
。
調
査
を
遂
げ
て
い
る
な
ら
ば
、

当
該
調
査
結
果
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三



四

私
が
聞
き
及
ぶ
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
防
衛
大
学
校
の
卒
業
式
典
に
お
い
て
、
数
年
前
ま
で
は
任
官
拒
否
ま
た
は
辞
退
者

は
、
式
典
へ
の
参
加
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
任
官
拒
否
ま
た
は
辞
退
者
は
、
陸
上
・
海
上
・
航
空

自
衛
隊
の
各
制
服
が
着
用
で
き
な
い
た
め
、
謝
恩
会
へ
の
出
席
が
許
さ
れ
ず
、
防
衛
大
学
校
正
門
か
ら
の
退
出
も
禁
じ
ら

れ
、
卒
業
式
典
の
後
に
裏
門
か
ら
退
出
さ
せ
ら
れ
る
と
の
情
報
に
も
接
し
て
い
る
が
、
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

な
お
、
事
実
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


